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Politics of Chinese Media in Malaysia: 
Case Study on the Nanyang Takeover Issue
Iga Tsukasa*
This study examines the politics of Chinese media in Malaysia, focusing on a case study 
of the Nanyang takeover issue.  In June 2001, the Malaysian Chinese Association (MCA), 
one of the major component parties of the Barisan Nasional (BN) ruling coalition, took 
over a Chinese daily, Nanyang Siang Pau, in the face of vehement opposition from the 
United Chinese School Committees Association of Malaysia (Dong Jiao Zong), famous 
Chinese writers, and even a part of MCA.  Five years after the takeover, however, MCA 
sold off Nanyang Siang Pau to the rival daily Sin Chew Jit Poh.  This deal created a 
monopolistic media group that controls 85% of the Chinese newspaper market.  This 
study examines the following questions on the Nanyang takeover issue.  Why did Dong 
Jiao Zong and other groups oppose the takeover?  Why did MCA take over Nanyang 
Siang Pau?  What happened in the opposition groups after MCA sold Nanyang Siang 
Pau?  The conclusion of this study has implications with regard to how political actors, 
such as the state and ruling parties, owners of the media group, journalists, and civil 
society groups, fi ghting the confl ict over the media in Malaysia.
? ? ? ?
2001年 5月 14日，経済専門紙の The Edgeにひとつの観測記事が現れた．マレーシアの
与党連合の国民戦線（Barisan Nasional: BN）の一角であるマレーシア華人協会（Malaysian 
Chinese Association: MCA）が，その持株会社のフアレン・ホールディングス（Huaren 
Holdings）を通じて 1923年の創刊以来の長い伝統をもつ華語紙の『南洋商報』（以下，『南洋』
と略）を買収するのではないかという記事である［Tan C. S. 2001］．翌 15日には野党の民主
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こったのは，マレー人与党の統一マレー人国民組織（United Malays National Organization: 





は副総裁（Deputy President）のリム・アーレク（Lim Ah Lek），次席副総裁（Vice President）
のチュア・ジュイメン（Chua Jui Meng），青年部長のオン・テーキィアット（Ong Tee Keat）
ら党執行部のメンバーからも反対が相次いだ．買収賛成派と反対派が党中央で厳しく対立する
中，6月 24日に全国の党代議員に買収の承認を取り付けるための特別代表大会で投票が行な
われた．結果は，買収賛成が 1,176票，反対が 1,019票，棄権 12票で，賛成多数が 53.3％と
いう賛成派の際どい勝利だった［陳漱石 2001b: 126］．
こうして党内外からの大きな反対を押し切って『南洋』買収を強行したMCAだったが，僅
か 5年後の 2006年 10月 17日，フアレン・ホールディングスがもつ南洋商報グループ全株の
約 42％のうち，21％を『南洋』のライバル紙にあたる『星洲』オーナーのティオン・ヒュー
キン（Tiong Hiew King）が経営する企業に売却することを発表している．ティオンは 2006
年 3月までに南洋商報グループ株の 23％あまりを所有していたために，MCAの売却によっ
て 44.8％あまりを所有するようになり，南洋商報グループの筆頭株主となった［Eileen Ng 
 1） その後，買収に反対して主要華語紙への投稿を停止した作家・評論家の数は，最終的に 90名あまりにのぼった．
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に華語紙への目配りは非常に不十分なものにとどまっている［Mustafa 2002; Zaharom 2002; 
Loh and Mustafa 1996; Zaharom and Wang 2004; Rodan 2004］．
こうした中で，華語紙を題材に，政治権力，ビジネスと華人社会の関係に言及している例外


























































（Lee Kong Chian）やその弟のジョージ・リー（George Lee）に委ねられて本格的な再建が図
られることとなる．リー兄弟の下での『南洋』は，日中戦争の開始にともなって，中国本土の
動向に関心をもつようになった華人読者の取込みによって急速に発展した．『南洋』の発行部
数は，創刊時に約 3,000部で，1928年でも 5,000部程度であったが，日中戦争開始後の 1937













 5） タンによる「南洋商報開幕宣言」の原文は，朱炎輝［1984: 14］参照．
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ものの，着実に発展している．1947年末には 4万部，1948年には 4万 3,000部，1949年に


























































反発し，華人とマレー人の間の緊張が高まったことにあった［Far Eastern Economic Review, 
October 29, 1987; Asiaweek, October 23, 1987; 金子 2004: 212-214］．この事件では，野党や
 6） 80年代後半から 90年代の華語紙の記事には厳しい競争を受けて，華語紙同士の「悪性競争」を回避すべきだ
との記事が頻繁にみられる．
 7） 1989年の読者数は，（日刊紙の）読者数は，英語紙全体で 95万 6,000人，マレー語紙全体で 247万 6,000人，




 9） このときに発行停止処分を受けたのは 3紙（同じ新聞の日曜版を含むと 4紙）である．華字日刊紙の『星洲』，










であるワン・アズミ（Wan Azmi Wan Hamzah）の持株会社が，香港の企業を通じて南洋商報
グループ株の 30.23％を取得し，筆頭株主の地位についたのである［Gomez and Jomo 1999: 

















10） この問題が争点化した 6週間の間に，華語紙では 400本以上の記事が登場した一方で，マレー語紙には約 50
本の記事が現れただけであった．記事の内容も，華語紙が教育関係者を中心にMCAやDAPも含む華人社会の
各層からの声を拾っていたのに対し，マレー語紙は主に教育大臣や政府の見解を報道していた［Khor and Ng 
2006: 142-143］．



















出所：1986年については，Melati Ariff and Mohd. Zaini Nasri［1986］，1988年か













出所：1986年の『星洲』読者数については，Melati Ariff and Mohd. Zaini Nasri
［1986］，その他は，葉観仕［1996: 134, 146］．
? 3?90???????????? 2????????










『光明日報』  87,144 ペナンを基盤とした旧『星檳日報』．
1992年に星洲日報グループ入り．
































13） マレー語日刊紙市場は Berita HarianがUMNO系の企業グループの傘下に入った 70年代前半までに，英字日刊紙
市場は The StarがMCAの傘下に入った 70年代後半までには与党による直接・間接的な支配が強まっていった．





























表 4からわかるように，与党 BNの議席数のうち，下院，州議会ともに 1995年選挙と比べ
て大きく減少したのは UMNOだけであり，下院が 1995年の 89議席から 1999年は 72議席，
州議会が 230議席から 176議席へと減少した．UMNOに代わって大きく躍進したのは，野党
間で代替戦線（Barisan Alternatif: BA）を組んで DAPとも共闘していた汎マレーシア・イス
ラム党（Parti Islam SeMalaysia: PAS）であった（下院は 7議席から 27議席，州議会は 33議
席から 98議席）．UMNOの議席大幅減，PAS躍進にも拘わらず，BNが何とか連邦下院で 3
分の 2以上の議席数を確保できたのは，UMNO以外の BN構成政党であるMCA，マレーシ


















特に，州議会では BNがルナス選挙区を含め 24議席に対し，BAが 12議席であり，BNが州
議席全体の 3分の 2の議席を守れるかどうかが選挙の大きな焦点であった．16）ここで留意すべ
きは，ルナス選挙区のエスニック構成比である．2万 6,746人の有権者のうちのエスニック構
15） 選挙結果は，Saifuddin Nastion（Keadilan）1万 511票，S. Anthonysamy（MIC）9,981票でわずか 500票あま
りの接戦を BAの候補が勝利した．
? 4?????? 1995?? 1999???????????????
下院 州議会
1995年 1999年 1995年 1999年
UMNO 89 72 230 176
MCA 30 28 70 68
MIC 7 7 15 15
Gerakan 7 7 23 22
BN全体 162 148 338 281
PAS 7 27 33 98
DAP 9 10 11 11
Keadilan n.a. 5 n.a. 4
BA全体 30 45 56 113
Semangat 46 6 n.a. 12 n.a.




成比は，マレー人が 1万 1,581人（43.3％），華人が 9,896人（37％），インド人が 5,108人







1999年 6月，スランゴール中華大会堂の下部組織である Civil Rights Committee（CRC）
が中心となり，17項目，全部で 83の次期総選挙を念頭においた政党向けアピールを発表し













Straits Times, September 24, 1999］．
16） BNがクダ州議会で 3分の 2の議席確保を重視していた理由のひとつに，次回総選挙前の選挙区割りの変更を
考えており，その際に議会の 3分の 2の承認が必要であった点があげられる．
17） ただし，MCA寄りの立場をとるマレーシア中華大会堂総会（Federation of Chinese Associations Malaysia）とマ
レーシア中華工商連合会（Associated Chinese Chamber of Commerce and Industry Malaysia）の華人有力 2団体
は Suqiuに批判的であり，華人社会の中にも温度差があった．また，Suqiuと同様の政党に対するアピールであ













受けて UMNOが青年部を中心に，謝罪と 17項目撤回を Suqiuに求めて街頭での抗議運動を
行なうようになった［Utusan Malaysia, August 17, 2000; August 18, 2000］．一方，Suqiu関
















Malaysia, December 12, 2000］．このマハティールのスピーチをきっかけに，Suqiuと UMNO
の間に再び緊張が高まった．事態打開のために，Suqiuと UMNO青年部との会合がもたれ，













































22） マハティールは 2000年 11月 6日に以下のコメントを出している．「董教總が求めているのは中国で行なわれる
ような教育であり，全てが中国語でなされるべきだ（と董教總は考えているのだ）．」引用文の（　）内は筆者








人票の減少に繋がったと考えられる．張明添基金（Chang Ming Thien Foundation）は 1981
年に華人企業家のチャン・ミンティン（Chang Ming Thien）が，貧しい華人学生の学業を
助ける目的で寄付した 1,000万リンギットをもとに作られた奨学基金である［MCA 2000］．




















めようとした［Ng Boon Hooi 2000］．







































































































を 1株 8リンギットで買い取ることを提案したが，クエックは 15リンギットという高値での
買取りを主張したため，交渉はまとまらなかった．しかし，2001年 5月のMCAによる買収

































































26） 『南洋』の発行部数は，2001年には 17万 3,295部あったのが，MCAが買収を発表した翌年の 2002年には，14
万 6,344部に急落し，2003年には 15万 2,717部と僅かながら回復したものの，毎年の減少を止められず，
MCAが売却を決定した 2006年には 12万 4,282部にまで落ちていた［Press Guide Malaysia 2005 2005: A12; 
Malaysia Press & PR Guide ’09 2009: 20］．
27） 買収時に出た話では，MCAは『南洋』買収資金の 2憶 3,000万リンギットをかき集めるために，傘下のフアレ

















260万人のうちの 85％，約 215万人の読者を得た［侯亨能 2006］．さらに，2008年 4月から
ティオンは『星洲』や『南洋』などのマレーシアの華語紙と，香港の『明報』の持株会社とし






































トの中には，それぞれの職場から離れざるを得なくなった者も多かった［呂堅強 2001; The 
Sun, May 27, 2001］．30）『南洋』や『中国報』を辞職したジャーナリストたちは，新たな華語紙
の立ち上げに参加することになる．2003年 1月に本格的に始動した日刊紙の『東方日報』で
ある．31）『東方日報』創刊当時のオーナーは，サラワクで華語紙『詩華日報』，英語紙 Borneo 









者のング・ベンライ（Ng Beng Lye），パウ・ヨウライ（Pau You Lai），リム・ウォイキョン（Lim Woi Kiong）
らがよく知られている．彼らは，後に上級役員や編集者として『東方日報』創刊の中心人物となった．
31） 東方日報は 2002年 9月 29日に創刊号を出したが，その日のうちに内務省から発行停止の命令を受け，ようやく
2号を出したのは 2003年に入ってからであった．
32） 2005年にラウ・フイカンは死去し，現在はその息子がグループ運営の中心にある．






























なアクターに，NGOの「メディアの独立を求める作家連盟（Writer Alliance for Media 
34） 『東方日報』オーナーのラウ・フイカンは，ティオン・ヒューキンに対して，ティオンのもつ南洋商報グループ株
の全てを買い取る提案も行なっている［Kuek 2006］．
35） 2007年の『東方日報』の発行部数は，10万 2,500部であり，創刊から着実に部数を増やしている［Malaysia Press 
& PR Guide ’09 2009: 20］．
36） 新聞は毎年，内務省（アブドゥラ政権期には国内治安省）が発行する出版免許を更新する必要があるが，『東方日
報』は 2005年 12月 31日に免許が期限を迎えて，更新を申請していたにも拘わらず，2006年 4月になっても













たとえば，WAMI代表のウォン・チンフアットは，1999年から Suqiuと People are the Boss
運動に関わって以降，マレーシアの社会運動において中心的な人物のひとりとなっている．
ウォンが中心となって始めた People are the Boss運動は，「人々が国の主人であり，自国の政
府のボスである」とのコンセプトの下，オンラインを通じて人々の覚醒を促す運動である．こ
のコンセプトは，その後もウォンの社会運動での一貫した指針となっている．People are the 
Boss運動で出された宣言では，人々が自らの意思を明確に示し，政府に要望を伝えると同時
に政府の行動を監視する権利と義務があることを謳っており，メディアに対してもプロフェッ
ショナルな報道を行なうことを求めている［People are the Boss 1999］．この運動には，華人
だけでなく多数のマレー人やインド人も趣旨に賛同して，署名を行なっている［Weiss 2006: 








権問題を扱うNGOの Suaramの代表であるクア・キアソン（Kua Kia Soong）をあげられる．クアには，社会
主義の影響がみられる．階級闘争の枠組みに基づいて分析がなされているクア・キアソンの最近の著作として
Kua［2007］を参照．
38） ウォンは「クリーンで公正な選挙のための連合（Gabungan Pilihanraya Bersih dan Adil）」（通称，Bersih）にも積
極的に関わっている．Bersihは公正な選挙を求める 5野党と 25のNGOが集まって 2006年 11月に結成された
が，僅か 1年でその参加団体は 64にまで増えた［伊賀 2007: 40］．Bersihの活動は，選挙管理委員会への提言・

































39） チャン・テクペン（Chang Teck Peng，Merdeka Review編集長）へのインタビュー（2005年 10月 15日，2009年
7月 22日，クアラルンプール）．ポー・ヒョンホン（Por Heong Hong，WAMI会員，ラーマン大学講師）への
インタビュー（2009年 8月 8日，クアラルンプール）．ウォン・チンフアット（Wong Chin Huat，WAMI代表，
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